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１．背景と目的 

神奈川県下山川流域は、首都圏にありながらも

いまだ多くの自然環境が存在するが、1994 年に行

われた湘南国際村建設等の急速な開発により、そ

れらは減少しつつある。そのため、早急に生態系

の保全策を立てる必要があるが、下山川では生態

系調査等が行われた前例が少なく、水生生物を含

む流域環境の現状が明らかになっていない。 
 以上のことを踏まえて本研究では、「流域環境指

標生物(その種の確認により流域全体の健全性を

指標できる種として本研究室が提唱している概

念)」に着目した調査を行い、下山川の水生生物相

の現状を明らかにし、今後の同流域生態系保全の

ための基礎的資料とすることを目的とした。 
 
２．研究方法 

 過去、下山川に生息していた水生生物を明らか

にするため、文献調査を行った。現在下山川に生

息している水生生物を明らかにするための現地調

査も併せて行い、これらの結果から出現種リスト

を作成した。また、補足として専門家へのインタ

ビュー調査を併せて行った。 
 現地調査では、全長約 7.4km の下山川を、約

3.7km 地点の黄金坂橋を中間地点として上流部

(昨年度調査済)と下流部に分け、本年度は下流部

を調査対象地とした(図 1)。調査対象とした水生生

物は、爬虫類、両生類、魚類、甲殻類、貝類であ

り、調査道具は主にたも網、刺網を使用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 下山川の位置と調査範囲 

 
 2007 年 4 月から 11 月までに、計 18 回の現地

調査を行った。現地調査は河口から白石橋を区間

1、白石橋から星山橋を区間 2、星山橋から黄金坂

橋を区間 3 として区間ごとに調査をし、8 月 7 日

には上流部にて葉山町の中学生と合同で現地調査

を実施した。また、11月10日・20日･26日にアユ

の産卵場確認調査を行った(表 1)。 

表 1 下山川現地調査実施日 

 

３．研究結果 

３－１．下山川の水生生物相 

 本研究では、種名まで同定されていないものを

除き、52 種の生物種を確認した。そのうち環境省

レッドデータブックに記載されている種が 7 種、

神奈川県レッドデータブックに記載されている種

は 12 種であった。外来種も確認でき、5 種中 3
種が環境省の指定する要注意外来生物種であった。

また、回遊性を有すなど、流域環境指標生物とな

りうる種が 23 種であることがわかった(表 2)。 
環境指標生物になりうる種の 1 種であるアユと

ボラは下流部の全区間で確認することができた。

アユに関しては、中学生との合同調査と、昨年度

の調査で上流部でも確認でき、上山橋付近まで遡

上していることがわかった(図 2)。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 下山川のアユの産卵場確認地点と最上流確認地点 

 

３－２．アユの産卵場調査結果 

 11 月 10 日は確認できなかったが、11 月 20 日

と 26 日の両日において、区間 2 の白石橋付近で

アユの産卵と卵を確認することができた。また、

他の場所ではアユを目視することはできたが、産

卵している様子や卵は確認できなかったため、下

調査回数 調査日 調査区間 天候 気温 水温

第 1回調査 2007 年 4月 19 日 区間 1 晴れ(前日:雨) 13.0℃ 15.0℃

第 2回調査 2007 年 5月 20 日 区間 2 晴れ 23.0℃ 22.0℃

第 3回調査 2007 年 5月 26 日 区間 1 晴れ(前日:雨) 24.5℃ 21.5℃
春 

第 4回調査 2007 年 5月 27 日 区間 3 晴れ 24.0℃ 21.0℃

第 5回調査 2007 年 6月 16 日 区間 3 晴れ 25.0℃ 23.5℃

第 6回調査 2007 年 6月 17 日 区間 2 晴れ 22.0℃ 23.0℃

第 7回調査 2007 年 6月 23 日 区間 1 晴れ(前日:雨) 25.0℃ 26.0℃

第 8回調査 2007 年 7月 22 日 区間 2 雨/曇り 24.5℃ 24.0℃

第 9回調査 2007 年 7月 28 日 区間 1 晴れ 26.5℃ 29.0℃

合同調査 2007 年 8月 7日 上流部 晴れ 33.0℃ 28.0℃

第 10 回調査 2007 年 8月 11 日 区間 3 晴れ 31.0℃ 29.0℃

第 11 回調査 2007 年 8月 19 日 区間 2 晴れ 27.0℃ 28.0℃

夏 
第 12回調査 2007 年 8月 25 日 区間 1 曇り 33.0℃ 29.0℃

第 13 回調査 2007 年 9月 8日 区間 3 晴れ 27.5℃ 24.5℃

第 14 回調査 2007 年 9月 22 日 区間 1 晴れ 25.0℃ 26.0℃

第 15 回調査 2007 年 10月 13日 区間 3 晴れ 20.0℃ 19.0℃

第 16 回調査 2007 年 10月 21日 区間 2 晴れ 13.5℃ 17.0℃

第 17 回調査 2007 年 11月 17日 区間 1 曇り 11.0℃ 14.0℃

第 18 回調査 2007 年 11月 18日 区間 2 晴れ 13.0℃ 12.0℃

2007 年 11月 10日 下流部 曇り/雨 n/a n/a 

2007 年 11月 20日 下流部 晴れ 11.5℃ 12.0℃

秋 

アユの 
産卵場調査

2007 年 11月 26日 下流部 晴れ n/a n/a 

アユの産卵場
確認地点 

アユの生息確認
最上流地点 

下流部 
(調査対象地) 

上流部 
(昨年度調査済)

黄金坂橋 
(中間地点) 



 

山川では白石橋付近

が最も大きなアユの

産卵場であると考え

られる(図 2,3)。 
 

３－３． 

中学生との合同調査 

 環境教育の一環と

して行った中学生と

の合同調査では、6
人の中学生、7 人の大学生が参加し、計 12 種の生

物種を確認した。この合同調査の様子は、2007 年

8 月 8 日発刊の神奈川新聞と朝日新聞に掲載され

た。参加した中学生からは、「魚が触れるようにな

った」「またやりたい」などの意見を得た。 
 
４．考察 

下山川の下流部では、上流部の 2 倍近くの種数

の水生生物が生息していることが明らかとなった。

また、現地調査において環境省レッドデータブッ

ク記載種が 4 種、神奈川県レッドデータブック記

載種も 6 種が確認でき、下山川の下流部ではある

程度の生物多様性が保たれていると判断できた。 
現地調査では外来種も確認された。外来種は在

来種の生存を脅かす恐れがあるため、本研究で行

ったような調査を経年的に行い、生息生物相等の

変化を把握することが必要である。また、本研究

の調査は下山川本流のみであったが、流域全体を

保全するためには、支流や近隣の河川の現状も併

せて把握する必要がある。 
本研究では、回遊性を有する種を全て流域環境

指標生物となりうる種としたが、汽水域までしか

遡上しない種、両生類のように水域と陸域を移動

する種など、多様なタイプがある。そのため、各

生物種の特性を把握して流域環境の何が指標でき

るかを明らかにするとともに、流域の保全対象に

適した流域環境指標生物を選定する必要がある。 
また現地調査の際に、たくさんの緋鯉を目視し

た。コイは古くから各地に放流されているが、摂

餌の際に河川を濁らせ、清流を好む生物が生息で

きないという問題もあるため、コイの放流の見直

しを考える必要がある。 
合同調査では、中学生に自然環境に興味を持っ

てもらうことができたが、現在の下山川はコンク

リート護岸のため川へのアクセスが困難であり、

興味を持った人が実際に河川に触れることは難し

い。自然環境保全には住民の協力も不可欠になる

ため、よりたくさんの人に自然環境に興味を持っ

てもらうには、川へのアクセス状況の改善も重要

であろう。 
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表2 下山川水生生物調査結果 
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認
種 
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確
認
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種･

移
入
種
＊3 
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来
種
＊4 

環
境
省
Ｒ
Ｄ
Ｂ 

カ
テ
ゴ
リ
ー
＊5 

神
奈
川
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ 

カ
テ
ゴ
リ
ー
＊5 

流
域
環
境
指
標
生
物 

に
な
り
う
る
種 

爬 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans   ●  □米
トウキョウサンショウウオ Hynobius tokyoensis ●    Ⅱ Ⅰ ●両

生 ヤマアカガエル Rana ornativentris  ●   ●

ウナギ Anguilla japonica ● ● ● 在 不 ●

コイ Cyprinus carpio ● ● ●  不

ギンブナ Carassius auratus langsdorfii ● ● ● 在

オイカワ Zacco platypus ● ● ● 移

アブラハヤ Phoxinus logowskii steindachneri  ● ● 在 準

ウグイ Tribolodon hakonensis ●  ● 在 準 ●

モツゴ Pseudorasbora parva ● ● ●  

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ●  在

カラドジョウ Paramisgurnus dabryanus ●    □中
アユ Plecoglossus altivelis altivelis ● ● ● 在 ●

ボラ Mugil cephalus cephalus ●  ●  ●

メダカ Oryzias latipes ●   在 Ⅱ ⅠA

カマキリ Cottus kazika ●   在 Ⅱ 準 ●

ギンガメアジ Caranx sexfasciatus ●    

ヒイラギ Leiognathus nuchalis ●    

コトヒキ(ヤガタイサキ) Terapon jarbua ●  ●  

シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus   ●  

ボウズハゼ Sicyopterus japonicus ●    準 ●

シロウオ Leucopsarion petersi ●  ●  Ⅱ 不 ●

ミミズハゼ Luciogobius guttatus ●    不

スミウキゴリ Gymnogobius sp.1 ●  ●  準 ●

ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ●    ●

ビリンゴ Gymnogobius castaneus ●    

ウロハゼ Glossogobius olivaceus ●    注

サビハゼ Sagamia geneionema ●    

マハゼ Acanthogobius flavimanus ●  ●  

ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus ●  ●  準 ●

ヨシノボリ Rhinogobius brunneus ●    

シマヨシノボリ Rhinogobius sp.CB ● ● ●  ●

ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ●  ● 在 ●

チチブ Tridentiger obscurus ●    ●

魚 
 
 
 
 

類 

クサフグ Takifugu niphobles ●  ●  

ヤマトヌマエビ Caridina japonica ● ● ●  ●

ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta ●  ●  ●

トゲナシヌマエビ Caridina typus ●    ●

スジエビ Palaemon paucidens ● ● ●  

テナガエビ Macrobrachium nipponense ● ● ●  ●

ヒラテテナガエビ Macrobracbium japonicum ● ● ●  ●

ミナミテナガエビ Macrobracbium formosense   ●  ●

フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ●    米

アメリガザリガニ Procambarus clarkii ● ● ●  □米
サワガニ Geothelphusa dehaani ● ●  在

モクズガニ Eriocheir japonicus ● ● ● 在 ●

ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus ●    

甲 

殻 

類 

アカテガニ Chiromantes haematocheir   ●  ●

カワニナ Semisulcospira libertine libertine ● ●   

マシジミ Corbicula leana ● ● ●  準

モノアラガイ Radix auricularia jaoponica  ● ●  準
貝 

類 

サカマキガイ Physa acuta ●    米

＊1 爬･･･爬虫類   両生･･･両生類 
＊2 インタビュー調査確認種を含む 
＊3 在･･･在来種   移･･･移入種   空欄･･･不明 
＊4 米･･･米国   中･･･中国   □･･･要注意外来生物 
＊5 Ⅰ･･･絶滅危惧Ⅰ類   ⅠA･･･絶滅危惧ⅠA類   Ⅱ･･･絶滅危惧Ⅱ類 
   準･･･準絶滅危惧     注･･･注目種              不･･･情報不足 
 

図 3 確認したアユの卵 
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